














































念講演・学生 の対話がおこなわれた。本学が名誉博士号を贈るのは、一九九九年のドナルド・キーン氏以来、二人目だという。授与式に引き続きおこなわれた「あるユートピアの物語」と題す 記念講演は圧巻だった。自分の選んだ文学ジャンルについて、ユートピアに魅せられた人々につ て、イデオロギーが地に堕ちてもなお自由 なれない人びと いて、小さき人々のドラマ アフガニスタンで従軍した きのこと チェルノブイリの未曾有の現実について、そして「赤い帝国」の崩壊について…。彼女の声は静かだが、そ 言葉はじつに力強く深い悲しみと知的好奇心に満ちていた。　「大事な問いに対する答えをとうとう私は見いだすことができませんでした。私たちの苦しみは ぜ自由に変換され いのかという問いです。私は時代の後を、人間の後を追って きます」との言葉で講演が締めくくられると、会場から 割れんばかりの拍手が起こった。講演に続く「学生との対話」では、学生たちが次々に質の高














と社会に関する跨橋的研究」が主催し 。高坂香 んをはじめとする総務企画課の皆さん、大学関係の方々、科研メンバーの皆さん、沼野ゼミの学生 ・ 院生、ＮＨＫ 取材クルーの皆さん、通訳の吉岡さん、北川 ん、
中神さん、ご協力いただきました
すべての方々に心より感謝申し上げます。
